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２２．図画工作科指導者のためのステップアップ式実技映像教材の開発	 

	 

美術教育講座	 佐藤賢司	 

ksato@cc.osaka-kyoiku.ac.jp	 

 
１	 教材開発の背景と動機	 

	 「図画工作科教育法」や「小専図画工作」の授業時などに学生の話を聞くと、将来の図画

工作の指導に不安をもつ者が思いのほか多い。制作することが苦手であるとか、経験したこ

とがない教材がある、または絵の具やその他道具の正しい使いかたがわからないことなどが

主な不安の原因である。実際に高等学校で美術を選択していない学生は、少なくとも学校で

は中学校以来美術制作を経験していないことになるので、実技に対する不安があることはい

たしかたないことだろう。	 

	 けれども、教師になって実技教科である図画工作を指導する以上は、制作についてある程

度の技能や知識が必要であり、それを在学中の学習で身に付けなければならない。学生の実

技に対する不安を少しでも解消するため、「小専図画工作」での学習をより効率的にし、学

生の自学自習を支援するような教材が必要であると考えた。	 

	 

２	 今回の教材の目的とねらい	 

	 本映像教材の対象は、主に本学の「小学校教員を目指す学生」、中でも大多数の「美術専

攻ではない学生」である。さらに言うのならば「図工実技を苦手としている学生」といって

もよい。	 

	 図画工作は実技教科であるため、「描くこと」や「つくること」といった実際の作業抜き

には授業が成立しない。本教材は、作業工程の具体的なイメージを捉え、安心して実際の作

業に取り組めるよう、絵の具や彫刻刀などの基本的な用具を用いた簡単な制作を映像にする

ものである。これによって学生の実技についての理解を促すことがねらいである。	 

	 また、技法ごとに分類して説明するのではなく、「絵の具にはどんなつかいかたがあるの

だろう？」や「写すってどういうことだろう？」といった、表現の基本的な原理から導入す

ることで、材料や表現の可能性をひらくこともねらいとしている。	 

	 「小専図画工作」に授業においては、導入部分にこの教材を用いることで、基本的事項に

ついての指導時間が短縮でき、学生の応用的制作の体験を広げることが出来る。	 

 
３	 教材開発の概要	 

○教材開発の手順	 

	 本映像教材は「小専図画工作」の授業での活用を第一の目的としているため、まずは本学

で授業を担当している須増啓之講師と協議し、これまでの「小専図画工作」授業内容や、平

成20年度の教育研究プロジェクト経費（教員養成課程学士課程教育再構築経費）の報告書、



デジタル教材開発活用サイクルによる新しい教育の展開	 	 

	 

91	 

さらには多種技法書などを参考に、具体的な撮影内容を検討した。続いて、参考作品、試作

品の制作、学生をモデルとした実際の作業工程の撮影などを行い、編集して１本のDVDにまと

めるという手順で教材を開発した。	 

	 

○この教材の特徴	 

	 DVDは、おおまかに「色をぬろう」「写してみよう」「貼ってつくろう」という三つの領域

で構成した。	 

	 通常このような教材の場合、「絵」「版画」「コラージュ」などと分類することが一般的

だが、本教材では、そのような技法の名称ではなく、材料や方法の原理から導入し、展開す

ることとした。このように、従来の技法書などとは考え方を変えたことがこの教材の大きな

特徴である（以下チャプタープラン参照）。	 

 
 

 

 
 また、領域内の各チャプターの作業については、基本的な材料や方法の原理、及びその初
歩的な発展形にとどめ、手元や材料の変化する様子を追った映像を多用し、作業を理解しや
すいものとした（以下撮影プランと実際の画面の一部参照）。 
 
「色をぬろう」撮影プラン（一部） 
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「写してみよう」撮影プラン（一部） 
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○残された課題や今後の展開 
 今回は、平面の造形のみを扱ったが、この教材開発の目的からはすると、「工作編」「立
体造形編」「造形遊び編」なども必要である。なかでも「工作編」「立体造形編」は制作が
急がれる。なぜなら、粘土や木材の立体・工作などは材料の特性や用具の安全使用の理解の
面からも、映像教材がきわめて有効と考えられるからである。 
 全体の構成を再度吟味し、図工実技の大半をカバーする教材を構築したい。 
 
○まとめ 
 実技教科での映像教材の有効性を検討し、さらに効果的な教材を継続的に開発することが
望まれる。 
	 


